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富津市教育委員会定例会議 会議録 

１ 会議の名称 令和５年度第８回富津市教育委員会定例会議 

２ 開催日時 
令和５年 11 月 16 日（木） 

午前 10 時 00 分から午前 10 時 40 分まで 

３ 開催場所 富津公民館 １階  多目的室 

４ 審議等事項 

〇報告事項 

議案第１号 令和５年度富津市一般会計補正予算（第６号）案

のうち教育に関する事務に係る部分について 

報告第１号 専決事項の報告について（後援申請） 

５ 出席者名 

岡根教育長、藤平教育長職務代理者、坂部委員、池田委員、嶋

野委員、平野教育部長、細谷参事兼学校教育課長、中山教育総

務課長、大畑学校教育課主幹、三浦教育センター所長、宮﨑学

校教育課主幹、樋口生涯学習課長、長谷川公民館長、鶴岡教育

総務課庶務係長、刈込教育総務課主事 

６ 公開又は非公開の

別 
  公開    ・  一部非公開  ・  非公開 

７ 非公開の理由 (理由)  情報公開条例第 23 条第１項３号に該当のため 

８ 傍聴人数 ０人    （定員 ６人） 

９ 所管課 教育部教育総務課庶務係  電話 0439-80-1340 

10 会議録（発言の内

容） 

別紙のとおり 
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令和５年度第８回富津市教育委員会定例会議 会議録 

発 言 者 発 言 内 容 

岡根教育長 

池田委員 

岡根教育長 

11 月に入っても、夏日が続く日もありましたが、次第に秋の深まり

を感じるようになってきています。富津市では大きな台風被害もなく、

季節が巡っているようで、ほっとしています。 

後ほど、市民文化祭の報告もあると思いますが、市民文化祭も無事に

終了しました。２学期もあと一月余りです。子供たちも健康に留意して、

元気に学校生活を過ごしてほしいと思います。 

本日の会議は、議案１件、報告１件です。 

それでは会議を開催します。忌憚のない御意見をお願いします。 

本日の議事録署名委員の指名ですが、池田委員にお願いします。 

 はい。 

 最初に、教育長報告を申し上げます。 

１ページをお開きください。 

１の富津市小中学校音楽の集いですが、市民文化祭の１日目の 10 月

27 日に富津公民館、富津中央公民館、市民会館の３か所で開催されま

した。私は、富津公民館で、小学校３校の合唱を聴き、中央公民館では、

中学生の合唱と吹奏楽部の演奏を聴きました。どの学校も楽しく、練習

の成果を発表していました。 

次に２の紺綬褒章受章に伴う伝達式ですが、多額の寄附をいただいた

株式会社キミカ様に対する受章伝達を 11 月６日に行いました。私は、

当日に教育長会議がありましたので、出迎えお祝いの言葉を述べさせて

いただきました。この寄附は富津市立図書館の整備に使わせていただき

ました。衷心より感謝いたします。        

次に３の第２回南房総教育事務所管内教育長会議ですが、11 月６日

に君津合同庁舎で行われ、冒頭、所長から管内の現状と課題として、児

童生徒数の減少、教職員の年齢構成、生徒指導、特別支援教育等につい

て話され、次に２として不祥事防止、３として年度末人事異動について

話されました。その後、総務課、指導室、管理課から説明があり、県教

育の課題である教職員の確保、教職員の採用について意見交換をしまし

た。 

最後に４の令和５年度富津市戦没者追悼式ですが、11 月 10 日に、今
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中山課長 

岡根教育長 

細谷参事 

岡根教育長 

三浦所長 

年から、富津公民館から市役所の大会議室に会場を移し、先の大戦で命

を落とされた 1,340 名の戦没者追悼式を挙行しました。現在、世界に目

を移せば、戦争の惨禍に命を落とす人々の報道が連日のようにありま

す。私たちは平和な社会が続くようしっかりと次世代へと引き継いでい

くことが求められていると意を強くいたしました。   

何か、御質問・御意見がございますか。 

無いようですので、各課報告をお願いします。 

始めに教育総務課、お願いします。 

はい。教育総務課から報告いたします。 

２ページをお開きください。 

10月27日に株式会社大佐和自動車教習所様からの寄附贈呈式を市役

所301会議室にて執り行い、教育振興及び高齢者福祉の振興に寄附をい

ただきました。 

教育総務課からの報告は、以上でございます。 

はい。ありがとうございました。 

続いて学校教育課、お願いします。 

はい。学校教育課から報告いたします。 

10月30日に富津市校長会人事要望の会が市役所第１委員会室にて開

かれました。教育長と学校教育課長で対応いたしました。市雇用の指導

補助教員、特別支援教育指導員の増員及び勤務時間の増、また、正規職

員や専門性の高い職員の配置などの要望がありました。今後、人事異動

の際に十分配慮するとともに、県教育委員会にも要望していきたいと考

えています。 

11月10日に第３回教育支援委員会を市役所401会議室にて開催しまし

た。今回の対象者は、就学前児童23名、小学生９名の合計32名でした。

協議の結果、特別支援学校で就学の判定が就学前児童７名、小学生児童

４名、特別支援学級で就学の判定が就学前児童13名、小学生児童５名、

通常の学級で指導する者が就学前児童３名でした。 

学校教育課の報告は、以上です。 

はい。ありがとうございました。 

続いて教育センター、お願いします。 

はい。教育センターから報告いたします。 
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岡根教育長 

樋口課長 

11月１日、コンピュータ主任会議を市役所502会議室で開催しました。

「『主体的･対話的で深い学び』を実現するためのＩＣＴ活用について」

各学校の活用方法の報告を基に、より効果的なＩＣＴの活用について協

議しました。昨年度よりも、学力向上につながる工夫ある活用がされて

いたので、センター発行の情報誌「はまかぜ」で情報発信をしていきま

す。加えて、事例で学ぶ「ＮＥＴモラルの活用について」も研修いたし

ました。 

11月８日、生徒指導担当者会議を502・503会議室で開催しました。講

師に千葉県子どもと親のサポートセンター、不登校児童生徒支援チーム

のスクールソーシャルワーカー、スーパーバイザー、スクールカウンセ

ラー、不登校児童生徒支援専門指導員を迎え、「教育相談を生かした生

徒指導について」の講演をいただきました。不登校児童・生徒への適切

な対応や支援、保護者への助言や支援について、具体的な取り組みを教

えていただきました。 

11月９日、指導補助教員研修会を502・503会議室で開催しました。前

天羽小学校長の松井小百合先生を囲んでトーキングサークルになり、受

講者と対話をしながら「指導補助教員としての効果的な指導・支援の在

り方」について、みんなで意見交換をしました。松井先生からは、学校

経営の中で校長として指導補助教員の皆さんにたくさん助けられたこ

と、つまずきのある子供たちへのきめ細やかな支援のおかげで、不安そ

うだった子供たちが、意欲を持って学習に向き合い、楽しみながら学べ

るようになったこと等の話がありました。指導補助教員の皆さんも笑顔

いっぱいになる温かな研修会となりました。 

教育センターの報告は、以上でございます。 

はい。ありがとうございました。 

続いて生涯学習課、お願いします。 

はい。生涯学習課から報告いたします。 

10月29日、君津地区スポーツ・レクリエーション祭、ソフトバレー・

インディアカが、君津市内みのわ運動公園市民体育館で、グランドゴル

フが、君津グランドゴルフ場で行われました。各競技とも、日頃の練習

の成果を生かしたプレーが見られ、熱戦が繰り広げられました。なお、

ソフトバレーとグランドゴルフは、木更津市が優勝、インディアカは、
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岡根教育長 

長谷川館長 

岡根教育長 

袖ケ浦市が優勝しました。 

11月７日、第４回富津市スポーツ推進委員会議が502・503会議室で行

われました。主に、11月23日、祝日に実施予定の市民ハイキングの役割

分担などについて、協議が行われました。 

生涯学習課の報告は、以上です。 

はい。ありがとうございました。 

最後に公民館、お願いします。 

はい。公民館から報告いたします。 

10月27日から29日の期間にて、中央公民館、富津公民館、市民会館、

総合社会体育館、埋立記念館の５会場で「富津市民文化祭2023」を開催

いたしました。３日間における全体の参観者数及び各館の集計値など

は、現在集計中であり、12月中旬に開催される文化祭実行委員会にて報

告の予定です。 

次に、11月12日に令和６年「富津市二十歳の集い」第５回実行委員会

を開催いたしました。この回の実行委員会から、実際にホールを使った

リハーサル稽古が始まり、当日は記念行事として行う「ふっつ思い出ビ

ンゴ」の進行を中心に、ステージにて稽古を行いました。 

公民館からの報告は、以上です。 

はい。ありがとうございました。 

各課報告の中で御質問・御意見はございますか。 

無いようですので、次に付議議案に入ります。 

議案第１号令和６年度富津市一般会計補正予算（第６号）案のうち

教育に関する事務に係る部分については、富津市教育委員会会議規則

第13条第１項第５号、会議を公開することにより教育行政の公正又は

円滑な運営に著しい支障を生ずるおそれのある事項に関する案件です

ので、非公開とすべきと考えますがいかがでしょうか。 

非公開とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

挙手全員ですので、議案第１号の審議は非公開で行うことに決まりま

した。 

なお、この議案は、教育委員会全体に関わるものですので、退席すべ

き職員の指定はありません。 

それでは、議案第１号令和５年度富津市一般会計補正予算（第６号）



６ 

中山課長 

案のうち教育に関する事務に係る部分について、説明をお願いします。 

はい。それでは、議案第１号について、説明いたします。 

３ページをお開き下さい。 

この議案は、令和５年12月市議会定例会に提出する12月補正予算案

のうち教育に関する事務に係る部分について、富津市教育委員会行政

組織規則第５条第３号の規定により、意見を求めるものであります。 

４ページ、歳入の総括表を御覧ください。 

16款 国庫支出金、２項 国庫補助金、６目 教育費国庫補助金、５節

の保健体育費補助金の学校施設環境改善交付金698万１千円は、学校給

食共同調理場整備事業に係る交付金の補助単価が増額となり、交付決

定額が当初予算計上時点を上回ったため、増額しようとするものです。 

23款 市債、１項 市債、７目 教育債、２節の保健体育債の学校教育

施設整備事業債990万円は学校給食共同調理場整備事業が入札の結果、

契約差金を生じたことを受け、借入金も減額するものです。 

次に歳出について御説明いたしますので、６ページをお開きくださ

い。 

10款 教育費、３項 中学校費、３目 大佐和中学校屋内運動場改築費

の補正は、耐力度調査及び基本・実施設計業務委託料及び用地測量業

務委託料がそれぞれ入札の結果、契約差金が生じましたので12節 委託

料を118万８千円減額するものです。 

次に、５項 保健体育費、２目 給食管理費、総務管理運営関係費の

修繕料は、調理場施設及び設備に係る修繕に要する経費が不足するた

め、67万６千円増額するものです。 

同じ保健体育費の４目 学校給食共同調理場整備費、12節 共同調理

場建設工事監理業務委託料８万４千円と、14節 工事請負費 共同調理

場建設工事の348万５千円の減額は、それぞれ入札の結果契約差金が生

じたため、減額するものです。 

歳入５ページ及び歳出７、８ページは、参考に課別の補正内容を記

載しております。 

次に９ページ、第２表 継続費補正 変更の表を御覧ください。 

こちらは、歳出で御説明したとおり、大佐和中学校屋内運動場改築

事業及び学校給食共同調理場整備事業において、契約差金を年度に応
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岡根教育長 

中山課長 

岡根教育長 

じてそれぞれ減額する変更を行うものです。 

続いて、10ページをお開きください。 

第４表 債務負担行為補正 追加の表です。 

新たに、学校給食配送等業務委託の令和７年度から令和11年度まで

の５年間の委託料について３億2,340万円を限度額として設定するも

のです。 

次に11ページを御覧ください。 

第５表 地方債補正 変更の表ですが、学校教育施設整備事業の学校

給食共同調理場整備事業に係る借入金の限度額を記載のとおり変更し

ようとするものです。 

以上で議案第１号についての説明を終わります。 

御審議の程、よろしくお願い申し上げます。 

はい。ありがとうございました。 

議案第１号について、御質問・御意見等はございますか。 

 無いようですので、議案第１号について承認される方は、挙手をお願

いします。 

挙手全員ですので、議案第１号は、承認されました。 

ここで、非公開を解きます。 

次に、報告事項に入ります。 

 報告第１号専決事項の報告について（後援申請）、説明をお願します。

はい。報告第１号について、御説明いたします。 

12ページを御覧ください。 

後援申請がありましたので、富津市教育委員会行政組織規則第９条第

１項の規定により、13ページに記載のとおり３件をそれぞれ承認しまし

たので、同条第２項の規定により報告いたします。 

個別の内容についての説明は割愛させていただきますので、御了承く

ださい。 

後援申請の報告については、以上でございます。 

はい。ありがとうございました。 

報告第１号について、御質問はございますか。 

無いようですので、次にその他に入ります。 

委員の皆様から何かございますか。 
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嶋野委員 

岡根教育長 

三浦所長 

岡根教育長 

長谷川館長 

岡根教育長 

はい。嶋野委員。 

はい。埋立記念館の利活用についてですが、私は、今日初めて埋立記

念館の見学をしました。地元の人も入館した人が多くないのではと思い

ます。魚類、貝類、海苔の水揚げに使用していた器具の展示を通して郷

土の歴史や産業を伝えるこの施設は、特に小学校の社会科学習に最適じ

ゃないでしょうか。毎年、小学校５年生の校外学習に埋立記念館の見学

を実施していただきたいと思います。小学生のうちに一度は見学した方

が良いと思います。 

また、富津公民館には、富津市の古墳から出土した土器等が展示され

てますのでセットで校外学習を実施したら良いと思います。富津市教育

施策の指標の「愛着や誇りを持つ児童生徒を育む活動の推進」にもつな

がります。８月に教職員を対象に研修も行われましたが、是非、多くの

児童生徒が埋立記念館を見学、活用できるようお願いします。 

小学校の見学はどうなっていますか。 

はい。三浦所長。 

はい。小学校１、２年生は生活科で学校の近隣の町探検を行い、富津

市の良さ、自慢を見つける学習をしています。３年生以上は社会科の授

業で市内の風土、産業に関する勉強をします。３年生は教育課程に組ま

れていますので、市内巡りを計画し、実施しています。大貫小、佐貫小

は埋立記念館の見学を実施しました。 

今年は埋立記念館の見学が少なかったので、公民館の職員に協力をい

ただいて、センター主催の教職員の夏季研修講座「富津市を学ぶ市内巡

り」を実施しました。他市から来た教職員の方が興味を持っていただき、

来年は市内巡りに埋立記念館の見学を実施していきたいと言っていま

した。４年生から６年生の社会に産業や農業等の学習がありますので、

スクールバス等利用して市内の風土等の学習をしてまいります。これか

らも埋立記念館の利活用についても努めていきたいと思います。 

はい。長谷川館長。 

教職員の研修に土器の史料等の見学を含めて実施しました。今後も、

校外学習等に活用して、埋立記念館の利活用にも効果的につなげるよう

にアピールしていきたいと思います。 

はい。ほかにございますか。 
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藤平教育長職

務代理者 

岡根教育長 

藤平教育長職

務代理者 

岡根教育長 

藤平教育長職務代理者。 

はい。小中学校の音楽の集いについてですが、昨年から各地区の公民

館、市民会館でそれぞれのブロックに分けて、近隣の学校を見合うとし

て実施するように大幅に変わり２年目になりました。成果と課題、改善

点について教えてください。私は、統廃合が進み、益々、子供たちの世

界が小さくなって、地域との関わりが薄くなっていくなかで、他校から

刺激を受ける学びの場、自分たちがこれからどうしたいのか憧れやイメ

ージを作る場と考えると、規模が縮小されるメリット、デメリットがあ

ると思いますが、小学生に自分の行く学校ではない中学生の歌声を聴か

せてあげたい。中学校は３校なので、切磋琢磨して友好を図るため、前

のように１箇所に集まり全校で実施した方が良いのではないかと思い

ます。いかがでしょうか。 

はい。校長会、音楽部会の意見です。今までは市内の小中学生が集ま

って、富津公民館大ホールで午前中は小学生、午後は中学生で行ってい

ましたので、小学生は中学生の歌声は聴いていません。最後に音楽の先

生の講評を聴いて終了していました。小中学校の交流がないので改善し

ようと今の形になりました。会場が狭いので保護者が子供の学校の歌声

を聴きくために、他校の保護者と入れ替えになったり、立ち見だったり

していましたが盛況でした。 

メリットですが、以前の方法だと小学生が中学生の歌声を聴くことが

できませんでしたが、３つの会場で行うと小中学生の交流ができます。

大佐和中学校の吹奏楽部の演奏で場を盛り上げる取組もあり、小学生が

憧れて部活動に入るかもしません。楽しい音楽会でした。 

デメリットは、中学生同士の歌声を聴くことができないこと、他の地

域の小学生、中学生の歌声を聴けない。富津地区は青堀、富津、飯野、

大佐和地区は大貫、吉野、佐貫、天羽地区は天羽、環になります。会場

と運営方法が小中学生の交流の方に動いてきています。校長会や音楽部

会に良いアイディアを出してもらい、実施していただきたいと思いま

す。 

はい。わかりました。 

ほかにございますか。 
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池田委員 

岡根教育長 

池田委員 

大畑主幹 

岡根教育長 

細谷参事 

岡根教育長 

池田委員 

岡根教育長 

坂部委員 

岡根教育長 

大畑主幹 

池田委員。 

はい。学校経営の重要な課題として働き方改革がありますが、今年度、

半年経過しましたので進捗状況を教えてください。 

はい。働き方改革、全般でよろしいでしょうか。 

はい。 

はい。毎月、学校から聞き取りを行い、実態を把握しています。出勤、

退勤はＩＣカードで記録して集計を行っています。校長、教頭の管理職

は、実態に応じて勤務時間の長い職員に聞き取りを行ったりし改善策を

提示しています。時間外勤務は小学校では月45時間、１日に換算すると

大体２時間を超える職員は多くありません。中学校は45時間から80時

間、繁忙期で80時間を超える職員もいます。小学校は改善が見られます

が、中学校は新人体育大会、総体等があり、働き方改革に取り組んでは

いますが、なかなか難しい状況です。 

はい。細谷参事。 

はい。主幹から時間については報告がありましたが、県の方からも学

校行事もコロナ禍以前に戻すのではなく、必要な行事を残し見直しをす

ることについて話がありましたので、学校にも伝えています。今年度の

行事の設定は、今後の学校行事として重要になりますので、教育委員会

としてはこれからも行事を注視していきます。 

何か御意見がありますか。 

池田委員。 

御指摘いただいたとおり、学校行事もコロナ禍以前に戻すのではな

く、見直しをすることが一番大事です。働き方改革につなげるという視

点が大切だと思います。 

ほかにございますか。 

坂部委員。 

はい。２点、インフルエンザの状況、あとコロナ禍以前に実施してい

た中学校の職場体験について今後どうなるのか教えてください。 

はい。お願いします。 

はい。インフルエンザとコロナの状況ですが、コロナは10月下旬に大

学級閉鎖はありましたが、現在はありません。インフルエンザは、10

月中旬から11月上旬まで学級閉鎖がありましたが、今現在はありませ
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岡根教育長 

三浦所長 

坂部委員 

岡根教育長 

中山課長 

岡根教育長 

ん。 

次に、職場体験についてお願いします。 

はい。まず、キャリア教育の一環として、働くということはどういう

ことなのか、どんな仕事があるのか、富津市にどんな企業があるのか等

の考えで校長、担任の先生に職場体験を進めていただいています。 

コロナ禍前は、各中学校は地域の方々に御協力をいただいて、職場体

験を実施していましたが、コロナ禍の中では中止をしていました。コロ

ナ禍明けは、以前のような職場体験は少なくなり、新富の工場見学等の

職場体験をしている学校もあります。また、大佐和中学校は３月に地元

の方を招いて仕事の話を聴く等の、新たな取組が始まっています。学校

によっては、地元の方のお店に行き、話を聴きミニ体験をさせていただ

くような取組も見られます。 

コロナ禍前は、私のところも職場体験を受け入れていました。２、３

日間くらい地元で職場体験をして、将来の方向性が見え、夢が持てるよ

うになれたら良いと思います。今、職人が減っているので体験して職人

になっていただけたら良いので、また活用していただければと思いま

す。 

はい。ありがとうございます。 

多くの事業所が受け入れてくれると良いと思います。 

ほかにございますか。 

無いようですので、教育総務課お願いします。 

はい。それでは、次回の教育委員会会議の日程でございますが、12

月 21 日、木曜日、10 時から 401 会議室において開催を予定しておりま

すので、よろしくお願いします。 

はい。ありがとうございました。 

以上で教育委員会定例会は、終了させていただきます。 


